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４．まちづくりの重点プロジェクト                  

まちづくりの目標と方針に基づき、グリーン・ベイスト、コミュニティ・ベイスト、セイフテ

ィ・ベイストの考え方の反映を図りながら、以下４つの魅力化プロジェクトを重点プロジェクト

として位置づけ、まちなかを中心に、関連する事業や取組を進めることにより、魅力あるまちづ

くりの牽引していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グリーン･ 

ベイスト 

コミュニティ･ 

ベイスト 

セイフティ･ 

ベイスト 

道道路路･･交交通通のの魅魅力力化化ププロロジジェェククトト  

  

駅駅及及びび駅駅周周辺辺魅魅力力化化ププロロジジェェククトト  

公公園園のの魅魅力力化化ププロロジジェェククトト  

住住宅宅地地のの魅魅力力化化ププロロジジェェククトト  

４つのプロジェクトを通じて、まちなかの魅力化を図り、 

郊外を含む多彩な居住環境とも有機的につながることにより、 

御代田町に暮らすことの「確固たる付加価値」を創出していく 

プロジェクト 

➊ 

プロジェクト 

➋ 

プロジェクト 

➌ 

プロジェクト 

➍ 
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プロジェクト➊ 道道路路･･交交通通のの魅魅力力化化ププロロジジェェククトト  

まちなかとその周辺部を結ぶ幹線道路や交通機能の強化を図りながら、まちなかの道路は歩行

者を重視し、安全･安心で快適な、歩いて楽しめるみちづくりを進めていく。 

とくにまちなかにアクセスのしにくい状況にあるまちなかと西軽井沢エリアとの間には新た

な幹線道路を整備することによって、まちなかへの日常的なアクセスの円滑化を図るとともに、

災害時には相互に安全に移動できる緊急避難動線を確保する。また、まちなかの道路は、車の主

動線となる骨格（環状路線となるリング）を明確したうえで、枝線も含め、通学路や買い物など

日常生活の徒歩動線として有効に機能する道路整備を促すとともに、沿道店舗の充実などと一体

的に歩いて楽しめるみちづくりを推進していく。さらに、まちなかの縁辺部には自動車から徒歩

への転換を促す駐車場を整備し、グリーンインフラの導入も図りながら、ゼロカーボンに寄与す

る持続可能なまちづくりも推進していく。 

 

  
＜コンセプト＞ 

 

いざというときに逃げ道となり 
安全･安心で快適な 

歩いて楽しいみちづくり 
 

 

 

● 町内のどの方面からもまちな

かへの円滑なアクセスができ

るようにし、災害時における安

全な逃げ道も確保する。 

● 道路空間の有効活用を図り、通

行だけでなく、多様な人々が行

き交い、にぎわいやくつろぎを

感じられるみちをつくる 

① まちなかへの円滑な 

アクセス 

② 旧街道の風情を感じ 

させるみちづくり 

③ にぎわいの場としての 

道路空間の活用 

④ グリーンインフラの 

導入 

● 西軽井沢方面と円滑にア

クセスできる道路整備 

● 駅周辺の駐車場整備 

● まちなかと郊外を結ぶ利

便性の高い公共交通のし

くみの構築 

 

● 休憩スポットの整備 

● くつろぐことのできるみ

ちづくり 

● 駅周辺空き店舗のリノベ

ーションの誘導、新規事

業者の進出支援 

● 旧街道沿いの空き家の有

効活用（リノベーション） 

● 中山道や北国街道の歴史

を感じながら安全に歩け

る道路整備 

● 駐車場のグリーンインフ

ラ化（緑化駐車場） 

● 透水性舗装化や沿道への

雨庭の導入 

● 街路樹の適切な維持管理 
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プロジェクト➋ 駅及び駅周辺の魅力化プロジェクト 

鉄道で広域ともつながる御代田駅をまちの核として、若い人をはじめ、多様な世代の住民や来

訪者が集い、交流やコミュニケーションが生まれるウォーカブルで居心地のよい場所を生み出し

ていく。 

第１段階として、既存の駅をリニューアルして若い人が集える場や駅に車でアクセスする人の

ために必要な駐車場を確保する。第２段階として、駅南北の自由通路など駅前ロータリーを含む

駅舎を再整備し、多様なアクティビティの集積を図る。第３段階として、駅周辺の店舗や敷地の

事業者と連携して、にぎわいの生まれる交流空間や、緑を取り入れた快適に移動できるウォーカ

ブルな動線整備を進め、駅周辺部を「公園」に見立てたまちづくりを段階的に進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜コンセプト＞ 
 

公園に見立てた 
駅とまちなか 

〜グリーンパークステーション〜 

● 町のシンボル（顔）なる駅とま

ちなかを公園に見立て、御代田

らしさを最も象徴する場所に

する。 

● 駅を日常利用する若者（学生）

にとって居心地の良い場とし、

それを引き金に様々な交流や

アクティビティを生む場所と

する。 

① 若い人の居場所になる

駅 

② 多様なアクティビティ 

の集積 

③ 交流の場としての 

機能強化 

④ 次世代モビリティの導入 

● 中高校生が勉強、会話、

待ち合わせをする場とし

ての駅施設の整備 

● 気軽な飲食の提供 

● 交流の場としてのカフェ

の整備、誘導 

● 創造の拠点としてのワー

クスペース、ギャラリー

などの機能誘致 

● 駅周辺空き店舗のリノベ

ーションの誘導、ベンチ

ャーへの支援 

● 駅広、駅裏空間の公園化 

● スポーツ・フィットネス、

レクリエーションの場と

してのパーク整備 

● コミュニティサイクル、

レンタル E-バイクなど、

小型モビリティの実験導

入 
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プロジェクト➌ 公公園園のの魅魅力力化化ププロロジジェェククトト  

充実した規模･機能でまちなかやまちなかに近い場所に整備されている公園を最大限に活かし

て、地域住民の積極的な関わりや、Park-PFI など民間事業者のノウハウの活用や参入を促しな

がら、パークマネジメントを通じて、公園に長く滞在できる施設や多様なアクティビティができ

る設備の導入を図り、地域住民の公園の活用頻度を高め、高度化し、グリーンインフラの核であ

る公園の魅力化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜コンセプト＞ 
 

多様な人を呼び込む 
多機能型パークへの転換 

● 町内にあるシンボル公園をさ

らに有効活用し、町民にとって

の最大の魅力資源とする。 

● 日常的なアクティビティを多

様化するとともに、1回の滞在

時間を長くし、年間を通じたイ

ベントの頻度を高めることで、

町民の平均公園利用時間・日数

を大幅に増やす。 

①滞在時間を長くする 

機能導入 

②公園アクティビティの 

多様化 

③活用頻度の高度化 ④パークマネジメント 

● パーク内への飲食等のサー

ビス施設の導入 

● レストスペース（ベンチ、

東屋など）の導入 

● 四季それぞれのイベントの

実施 

● アート、音楽など文化芸術

の場としての活用 

● ラン＆サイクリングコース

の設置 

● 大人向け運動器具の導入 

● 民間を活用したパークマネ

ジメントへの切り替え 

● 収益事業の推進と維持管理

コストの低減 

● パークマネジメントを通じ

た町民の巻き込み 
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プロジェクト➍ 住宅地の魅力化プロジェクト 

今後も増加が見込まれる人口や住宅をよりよく受け入れ、魅力的な居住地としてより積極的に

選ばれる町にしていくために、地域材を活用した質の高い住宅や、交流を促す施設や場、浅間山

や八ヶ岳方面を望む眺望の確保、美しい街並み景観など、御代田町らしい住宅地のモデルを、事

業者と連携して創出していく。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜コンセプト＞ 
 

住民の交流と 
アクティビティを 

活性化させる住環境整備 
 

● まちなかに新たに整備

する住宅地は今後の住

宅整備のモデルとする。 

● 住まい、交流、景観、眺

望の４つの観点で優れ

た性能と環境を提供す

る。 

● 住民の主体的な活動や

マネジメントを促し、よ

いコミュニティを形成

 

①質の高い住宅の供給 
②交流を促す施設と場 

③美しい街並み景観の形成 
④浅間山の眺望の確保 

● 寒冷地に対応する質の高

い住宅商品 

● 御代田でライフスタイル

を提案する設計、家具、

設備提案 

● 時間を過ごしたくなる広

場 

● 住民同士が対話できるカ

フェ・レストラン 

● 会合、イベントのできる

コミュニティ施設 

● 菜園などの趣味の屋外空

間 

● 街並み景観を誘導するガ

イドラインと協定 

● 美しい外構を形成するた

めのイメージ提供、講習 

● 浅間石など地元素材の活

用 

● 地域のアイデンティティ

の核となる浅間山への眺

望軸の確保 

● 眺望点、見晴らしスポッ

トなど 
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地域の気候･風土と調和した住宅地整備 

● 

御代田駅 

● 

エコール御代田 

 

 

● 

御代田町役場 
● 

ＭＭoP 

● 

龍神の杜公園 

● 

旧御代田町役場跡地 

重点プロジェクトによって生み出す魅力あるまちなか空間と郊外の居住地がつながるイメージ 

農村集落 森林別荘地 

森林住宅地 

農村集落 旧街道沿いの集落 

街道沿いの集落 

グリーンインフラ駐車場整備（車⇔徒歩） 

 

みんなの居場所となる場づくり 

歩いて楽しめる賑わいのあるみちづくり 

 

究極的に住みやすい・居住者に選ばれるまち 
 

コミュニティガーデン カフェや子育て施設が併設された公園 

安全･安心で 

円滑なアクセス性の確保 

安全･安心で 

円滑なアクセス性の確保 

安全･安心で 

円滑なアクセス性の確保 

安全･安心で 

円滑なアクセス性の確保 

郊外とまちなかの安全･安心で円滑なアクセス性の確保を図り、 

それぞれの地域の自然環境や歴史･文化、風土を活かした多彩な住環境を活かしながら 

４つの重点プロジェクトを通じて、まちなかの魅力化を図り、 

まちなかを公園のようにみんなが集う居心地のよい場に変え、究極的に住みやすいまちのコアにしていく 

 

● 

ヤッホーブルーイング 

安全･安心で 

円滑なアクセス性の確保 

安全･安心で 

円滑なアクセス性の確保 
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プロジェクト➊ 

道路･交通の魅力化プロジェクト 

プロジェクト➋ 

駅及び駅周辺の魅力化プロジェクト 

プロジェクト➌ 

公園の魅力化プロジェクト 

プロジェクト➍ 

住宅地の魅力化プロジェクト 

第１段階 第２段階 

 

第３段階 

・まちなかと郊外のアクセスの円滑化 

→東原西軽井沢線の整備、駅周辺の駐 

車の充実 

 

・通学路の歩行者通行の安全確保 

 →歩道の整備･拡幅 

 

・高校生など鉄道利用者による駅空間の

活用促進  

→駅舎のリニューアル 

 

・駅周辺の将来ビジョンの検討 

 →駅及び駅周辺の将来構想の具体化 

・公園を訪れるきっかけづくり 

→新たな利用の可能性を見出すイベン

トや試行的な取組の実践 

 

・公園の施設の安全確保と機能強化 

→遊具の更新、健康増進施設の導入 

・御代田らしい住宅づくりや住宅地整備

のデザインコードの検討･共有 

 

・官民連携による御代田らしい住宅地モ

デルの整備 

 →協定制度の導入 

 

・車がなくても安心して暮らせ、自然環

境の魅力を享受できる移動手段の確保 

→利便性の高い公共交通のしくみの構

築 

→坂道でも安全･快適に移動できる新

たなモビリティの導入･普及 

 

 

・駅周辺の店舗の活性化 

→空き店舗のリノベーション 

 

・駅周辺の低未利用地の魅力化 

 →みんなが集える公園･広場の整備 

・公園のさらなる魅力化 

→公園内への新たなサービス施設や事

業等の導入 

 

・町民のフォースプレイス（第４の居場

所）としての公園の定着 

 

・御代田らしい住宅地の定着（ブランド

化） 

 

・まちなかと郊外の多彩な居住地をライ

フステージに応じて住み替えることの

できるしくみづくり 

・道路空間の賑わい創出 

→歩道や幅員の広い道路で賑わいを生

み出す取組の実践 

・歴史的な風情のある道路の活用 

→中山道や北国街道のウォーキングや

散策動線としての整備･活用 

 

 

・将来ビジョンに基づく駅及び駅前広場

の再整備 

 →南北自由通路の整備 

 →駅前広場の整備･活用 

・駅周辺の低未利用地の利活用 

 →試行的な取組の実践 

 

・スポーツ･文化･芸術活動など公園の多

様な利用の日常化 

 →公園のマネジメント機能強化 

 

・公園と街をつなぐ動線の整備 

 →ウォーキングコースの整備など 

・まちなかの空き家や空き地など宅地と

しての利活用促進 

 

・御代田らしい住宅地モデルの普及 

→インセンティブとなるような補助制

度の導入 

 

まちなかにおける重点プロジェクトの取組のロードマップ 

＜コンセプト＞ 

いざというときに逃げ道となり 
安全･安心で快適な 

歩いて楽しいみちづくり 

＜コンセプト＞ 

公園に見立てた 
駅とまちなかの創出 

〜グリーンパークステーション〜 

＜コンセプト＞ 

多様な人を呼び込む 
多機能型パークへの転換 

＜コンセプト＞ 

住民の交流と 
アクティビティを 

活性化させるモデル住宅環境整備 


